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まとめ
上碓精巣セミノーマにおける胎盤性アルカリフォスファターゼ(PLAP)の腫瘍マ
ーカーとしての有用性を示し、腫瘍局在診断、標的治療におけるmgAPのターゲットと
しての可能性についてマウスの移植腫瘍モデルを用いて検討した。本研究で得られた知
見をまとめると以下の如くである。
1セミノーマ患者における血清PLAP陽性率は約SO%であった。血中半減期は2.3B
と比較的短く同マーカーの推移を追うことは病勢、予後を知るうえで有用であった。
2ヒトセミノー マと同レベルのPLAPを産生する細胞株(HeLaItp2鴎皿）のマウス
背部皮下移植腫瘍においてはRI標識抗胎盤性アルカ'ノフオスファターゼ抗体の特異的集
積が認められ鮮明な腫瘍イメージングが得られた。同抗体の臨床応用の可能性が示唆き
れた。
3しかしSCIDマウスに樹立したヒトセミノーマ移植腫瘍では高いPLAP濃度にもか
かわらず同抗体の腫瘍集積は認められなかった。同腫瘍における少ない血流量がこの一
因と考えられた。この結果は臨床における化学療法、放射線療法後の残存腫瘍に対する
アプローチの困難ざを伺わせた。また抗体の低分子化により腫瘍イメージングの改善の
可能性が示唆きれた。
4SCIDマウスに確立した精巣腫瘍およびそのリンパ節転移モデルにおいてはより
小きい病巣（リンパ節転移巣）により有効な抗体の集積性を認め、微小転移巣に対する
標的治療の有用性が示唆きれた。
5RI標識抗体による治療実験においては明らかな腫瘍増殖抑詰臓果が確認きれたが、
精巣内腫瘍細胞の消失には至らず、またリンパ節転移を完全に抑制できなかった。ざら
にPCRで検出きれた肝、肺におけるmicrometastasisに対してもそれらを消失きせるには
至らず同療法の治療限界が示唆きれた。
以上より抗胎盤性アルカリフォスファターゼ抗体がPLAP産生腫瘍に特異的に集積す
ることが確認きれ、同抗体が転移性ヒトセミノーマの局在診断、標的治療に有用である
ことが示唆きれた。しかしRadio伽munotileraPyの根治性に関してはここに提示したマウ
スの精巣腫瘍転移モデルにおいて治療限界が示唆ざれ臨床応用に際してざらなる基礎的
検討が必要であると考えられた。
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